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8/3(水) ～ 8/5(金)E015A

C言語でどういった記号や文字を使うか
本格的に作り出す楽しさに気づきまし
た。他の言語の講義があれば是非参加し
てみたいです。

図解でのイメージで分かり易く常にそ
れをイメージしながらプログラムを作
れた。

参考書では学ぶことが難しい内容が得
られました。

●

●

●

C言語における難所「ポインタ」にスポットを当てたコースです。構造体との関係についても理解を深めます。

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,500円

12/14(水) ～ 12/16(金)E017A

コンポーネント単体のテストの必要性
がわかりました。

机上デバッグなどへ参加して初期の段
階で不具合を見つけられるようにした
いと思いました。

●

●

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,500円
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1/25(水) ～ 1/27(金)E016A

組込システムの体系が分かりました。
ハードとソフトの切り分けに役立ちそ
うです。

会社のソフト部門がμITRONを使って
いるため、知識・技術の深まりにより仕
事の理解に役立ちます。

●

●

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

10名 3日 18時間 9:15～16:00 17,500円

マイコン制御システム開発技術（Raspberry Pi　マルチスレッド編）
昨年度のコース名：組込みLinuxによるマルチスレッドソフトウェア開発技術

ラズパイを使用して、マルチスレッドなC言語プログラミング技術を習得するコースです

近年、組み込み機器にも通信システムや高度なUIといった複雑な処理が求められる
ようになってきました。こうした処理を確実、かつ効率的に処理するには複数処理を
同時並行するマルチタスクシステムが必要となります。
本訓練ではマルチタスクシステムの中でも、メモリ量に制限のある組込み向きなマル
チスレッドシステム技術の習得を目指して、C言語を用いたネットワークサーバプロ
グラムの構築を行います。

①　マルチスレッド処理
②　スレッドの生成と終了
③　スレッド間のデータ共有
④　ミューテックスによる実行の排他
⑤　デッドロックの回避
⑥　条件待ち
⑦　マルチスレッドセーフなキュー
⑧　ソケットプログラミング
⑨　マルチワーカーサーバ

マルチスレッド制御技術を習得したい方
C言語の基礎知識がある方

筆記用具

パソコン、Raspberry Pi、インターフェースボード

2/20(月) ～ 2/22(水)E025A

深い技術かつ代表的技術を学べました。

実習を通して技術を深めることができ
ました。

マルチプロセスは業務上使用していま
したが、マルチスレッドは用いてなかっ
たのでこれを知ることができました。

●

●

●

作成したSDカードはお持ち帰り頂けます

マ
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10名 3日 18時間 9:15～16:00 18,500円

オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Python 編)
これから Python を学びたい方におすすめです。

アプリ開発に必要なプログラミング技術を身につけるコースです

Pythonを用いたシステム開発に必要な制御構文、クラスとインスタンス、ライブラ
リとその応用について学びます。

①　Pythonの言語としての特徴
②　Pythonによるプログラミング環境の準備
③　Pythonの基本的な文法と構文
・基本データ型
・制御構造
・データ構造（リスト、ディクショナリ）
・エラーと例外
・標準ライブラリ
④　クラスを使ったオブジェクト指向プログラミング
⑤　クラスとオブジェクト
・クラスの継承
・パッケージとモジュール
⑥　まとめ

Pythonを活用したい方、Pythonでの開発技術を習得したい方

筆記用具

パソコン、統合開発環境（Visual Studio を予定）
※開発環境は予告なく変更になることがあります。

12/5(月) ～ 12/7(水)E046A

このコースと連続で受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「マイコン制御システム開発技術
（Raspberry Pi / Python編）」
E047A

10名 3日 18時間 9:15～16:00 17,000円

マイコン制御システム開発技術(Raspberry Pi Python編)
ラズパイの豊富なGPIOをPythonで使ってみましょう！！

ラズベリーパイと Python という王道の組み合わせで、マイコンシステムの開発を行います。

Raspberry Piのセットアップと実習装置の接続及びPython言語によるプログラミ
ング環境の準備を行います。また、組込みシステム開発に必要な各種のペリフェラル
やインターフェースを、Python言語を使って制御する方法を習得します。
①　Raspberry Piとは
・拡張コネクタ信号と電気的特性
②　Raspberry Pi OSの使用方法
・デスクトップ画面の構成　　・Linuxコマンドの使い方
③　GPIO(汎用ポート)の利用
・出力ポート：LED点灯／消灯　　・入力ポート：スイッチの状態取得
・イベント検出：スイッチの状態を反映したLED点滅制御
④　SPIデバイスの利用
・AD／DA変換によるアナログ値とデジタル値の利用
⑤　I2Cデバイスの利用
・センサーから得たデータをLCDに表示
⑥　PWM制御
・ソフトウェア方式：LEDの明るさ制御　　・ハードウェア方式：電圧サウンダの鳴動
⑦　Piカメラ
・静止画の撮影

Pythonを使ってRaspberry Piを活用したい方。言語を問わずプログラミング経験
(できればPythonの学習経験がある方)がある方が望ましい。

筆記用具、Python言語の参考書（セミナーテキストはお配りします。文法書として参
考図書があればお持ちください。）

Raspberry Pi4B、他

1/11(水) ～ 1/13(金)E047A

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「オブジェクト指向による組込みプ
ログラム開発技術（Python 編）」
E046A

※写真のボードはイメージです

マ
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10名 3日 18時間 9:15～16:00 17,500円

オブジェクト指向による組込みプログラム開発技術(Raspberry Pi Ｃ＃編)
開発ターゲットをラズパイに変更し、実習内容を大きくリニューアルしました。

ラズパイを用いて、オブジェクト指向言語の組込みプログラミングをスタート。

オブジェクト指向言語であるC#言語を実習を通して学び、組込みシステムでの活用
方法を習得します。
①　C#言語とオブジェクト指向言語概要
②　ラズパイ開発環境構築
③　C#言語の基本文法
④　オブジェクト指向プログラミング
⑤　組込み開発におけるC#言語の活用事例

ハードウェアエンジニアの方
組込みでC#言語を活用したい方
C#言語を学習したい方

筆記用具

パソコン、RaspberryPi、インターフェースボード

9/7(水) ～ 9/9(金)E023A

C#言語の知識が深まったばかりでなく、
組み込みプログラムの復習ができて良
かったです。

●

併せて受講するとより効果的です
↓↓↓
組込みLinuxアプリケーション開発
技術（RaspberryPi C#編）E024

作成したSDカードはお持ち帰り頂けます

10名 3日 18時間 9:15～16:00 17,500円

組込みLinuxアプリケーション開発技術(RaspberryPi C#編)
昨年度のコース名：オブジェクト指向言語を用いた組込みアプリケーションソフトウェア開発(C#編)

オブジェクト指向言語を用いた、WebUIで制御する実践的なGPIO制御システム開発技術を習得します。

RaspberryPiを用いた動作環境を構築し、GPIO制御システムと簡単なWeb UIアプ
リを作成します。
セッション管理など、WEBアプリケーションに求められる基本的機能を備えたアプ
リを作成するため、今後の開発にすぐに応用できるものとなっています。

①　組込みシステムにC#を用いるメリット
②　C#によるオブジェクト指向プログラミング
・ジェネリック、デリゲート等
③　オープンソースを利用したクロスプラットフォーム開発
・環境構築、ライブラリ作成、リンク方法等
④　オブジェクト指向言語によるGPIO制御システム開発
⑤　制御用WebUIアプリケーション開発（GPIO制御システム）
⑥　オブジェクト指向言語によるwebサーバー開発
⑦　導入・活用事例

オブジェクト指向言語による組込みシステム開発技術を習得したい方。オブジェク
ト指向言語の基礎理解があるとより効果的です。

筆記用具

パソコン、RaspberryPi、インターフェースボード

10/12(水) ～ 10/14(金)E024A

セミナー外の資料も含まれており、後か
ら見直せる点がよかったです
今まで知らないことでしたので新たな
技術でした
C#がどのように便利なのかが分かりま
した

●

●

●

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「オブジェクト指向による組込みプ
ログラム開発技術（C＃編）」E023

作成したSDカードはお持ち帰り頂けます
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8/30(火) ～ 8/31(水)E018A

テキストが分かりやすく、プロダクター
で解説してもらえたから分かりやす
かったです。

プログラミングに必要不可欠なJavaの
内容を沢山学べました。

Javaの内容以外にも先生の経験した内
容から実業務に役立つことを聞けた。

●

●

●

このコースと連続で受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「組込みシステムへのオブジェクト
指向設計適用技術（ＵＭＬ編）」E019

10名 2日 12時間 9:15～16:00 14,000円

9/1(木) ～ 9/2(金)E019A

基礎知識として足りていない部分が身
に付いたと思います。

JavaやUMLの特徴や利用方法について
理解が深まりました。

●

●

このコースと連続で受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「オブジェクト指向による組込みプ
ログラム開発技術（Java編）」E018

10名 2日 12時間 9:15～16:00 14,000円
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10/27(木) ～ 10/28(金)E021A

丁寧に解説していただきデータベース
の概念が良く理解できました。

講師の方から新しい知識や今までの体
験などの知識を教えていただけました。

初めてMySQLに触れてかなり知識が身
に付きました。

●

●

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 11,000円

11/15(火) ～ 11/17(木)E022A

会社で生産支援システムの運用が引き継
がれるが、その際とても役立ちそうです。

復習を含め、SQLの知識が深まったの
で、とても役立ちそうです。

分からない点は納得するまで教えて下
さったので、理解できました。

●

●

●

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,500円
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11/1(火) ～ 11/2(水)E020A

ポイントとなる点を説明していただい
たので、勉強になりました。

●

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円

3/15(水) ～ 3/17(金)E036A

予定実習教材：M5StackボードとNexus7※使用言語は Java です

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,500円
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10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

製造現場におけるLAN活用技術(TCP/IP編）
これからWebアプリケーションの構築技術について学びたい方におすすめです。

ネットワークの仕組み（TCP/IP）に関する知識・技術を習得するコースです。

これからネットワーク技術を学ぶ方にネットワークの概要、TCP/IPの知識及びルー
ティングの仕組みについて実習を通して学びます。
①　ネットワークの概要とプロトコル
・TCP/IP
・イーサネット、MACアドレス
・ルーティング、IPアドレス
②　ネットワーク機器の設定
・ルータとハブを用いたネットワーク構築
・パケット解析
③　ネットワークの運用・保守
・ネットワークの障害検知と障害対応

ネットワークシステム管理業務に従事する技能・技術者等であって、これからネット
ワークの仕組みを学びたい方

筆記用具

Cisco社製ルータ（Cisco890 Series）、リピータハブ、スイッチングハブ、PC

6/6(月) ～   6/7(火)

1/17(火) ～ 1/18(水)

E043A

E043B

このコースの後に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場におけるLAN活用技術
(LAN設定編)」E026

実習機材（Cisco890 Series）とパケット解析画面

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

製造現場におけるLAN活用技術
（LAN設定編）

LANを構築するために必要な知識・技術・技能を習得するコースです

レイヤ3スイッチを用いてLAN構築に関する技術・技能を習得します。LANはCisco
社が提案する3階層モデルで構築します。
①　ネットワークの概要とTCP/IP
②　ネットワーク機器の設定
・レイヤ3スイッチ
・3階層モデル
③　LAN構築
・VLANの設定
・トランク接続
・静的ルーティング
・組織内のLAN構築

ネットワークシステム管理業務に従事する方。
レイヤ3スイッチを用いてLAN構築技術を習得したい方。

筆記用具

Cisco社製レイヤ3スイッチ（Catalyst 3560-CG Series）、PC

7/6(水) ～ 7/7(木)

2/2(木) ～ 2/3(金)

E026A

E026B

ネットワークの知識が深まり、業務にお
いて確認、検証作業に役立ちそうです。

教科書で勉強していたが、今回の講習で
モヤモヤしていたところが理解できま
した。

●

●

このコースの後に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場におけるLAN活用技術(外
部接続実践編)」E027

LAN実習構成図
実習機材：Catalyst 3560-CG



▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 

－ 59 －

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

製造現場におけるLAN活用技術
（外部接続実践編）

LANとWANを構築するために必要な知識・技術・技能を習得するコースです

レイヤ3スイッチ、ルータを用いてLAN-WAN構築に関する技術・技能を習得します。
WAN はVPNを用いて構築します。
①　ネットワークの概要とTCP/IP
②　暗号技術
③　ネットワーク機器の設定
・レイヤ3スイッチ
・ルータ
④　LAN-WAN構築
・動的ルーティング（OSPF）
・GREトンネリング
・VPN（GREover IPsec）
・アドレス変換
・ファイアウォール（DMZ）
・組織内のLAN-WAN構築

ネットワークシステム管理業務に従事する者。レイヤ3スイッチ、ルータを用いて
LAN-WAN構築技術を習得したい方。

筆記用具

Cisco社製レイヤ3スイッチ（Catalyst 3560-CG Series）、Cisco社製ルータ
（Cisco 890　Series）、PC

7/28(木) ～ 7/29(金)

2/9(木) ～ 2/10(金)

E027A

E027B

このコースの後に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場におけるLAN活用技術（セ
キュリティ編）」E044

LAN-WAN実習構成図Catalyst 3560-CG Series　と
Cisco890 Series

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

製造現場におけるLAN活用技術
（セキュリティ編）

サイバー攻撃からネットワークを防御するための知識・技術・技能を習得するコースです

Kali Linux、ネットワーク機器を用いてサイバー攻撃の手法、脆弱性診断、セキュリ
ティ対策に関する技術・技能を習得します。
①　ネットワークの概要とTCP/IP
②　暗号技術
③　ネットワーク機器の設定
・レイヤ3スイッチ
・ルータ
・ファイアウォール装置
④　ネットワークセキュリティ
・サイバー攻撃の手法
・脆弱性の診断
⑤　LAN構築
・ファイアウォールの構築
・セキュリティ対策

ネットワークシステム管理業務に従事する者。レイヤ3スイッチ、ルータ、ファイア
ウォール装置を用いてセキュリティ対策技術を習得したい方。またLinuxの操作経験
があることが望ましい。

筆記用具

Cisco社製L3スイッチ（Catalyst 3560-CG Series）、 Cisco社製ルータ（Cisco 
890 Series）、ファイアウォール装置（Netscreen-5GT）、PC

3/6(月) ～ 3/7(火)E044A

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場におけるLAN活用技術（外
部接続編）」E027

ファイアウォール装置設定画面 実習機材：ファイアウォール装置等
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

4/14(木) ～ 4/15(金)S001A

5Sは安全や生産性など多くのことに影響
することが分かりました。

5Sや安全について知識だけではなく、どの
ように現場で実践すればよいかを学ぶこと
ができました。

他業種の方々から職場の現状を伺って参考
になることが沢山ありました。

5Sを基に様々な経験談や演習を通して現
場での大切なことを学ぶことができまし
た。

社員一丸となって5Sに取り組み、生産性向
上に繋がるようになれば良い思いました。

同僚、部下等に5Sの意味を伝えることがで
きると感じました。

今まで作業の効率化をしていたことが理論
的に理解できました。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

1/17(火) ～ 1/18(水)S002A

QCサークル活動というものがどのような
活動でどのような目的で行うかが理解でき
ました。

他の受講生たちの問題や改善方法など勉強
になりました。

今まで知らなかった事や気付かなかった事
など勉強になりました。また、他の人たちの
問題や改善方法など勉強になりました。

小集団におけるリーダーの役割はカリスマ
ではなく、ファシリテーターということを
理解しました。

普段、自分の中で意識していなかったこと
が知識として深まった感じがします。

他業種、他者の取組みや問題点を聞くこと
ができ参考になりました。実際の現場の取
組みに活かせる情報でとても勉強になりま
した。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

7/14(木) ～ 7/15(金)S003A

QC七つ道具の使い方が明確になりまし
た。

新たな知識を身に付けて、生産性や品質の
向上に役立てることができそうです。

参考書では分からない部分を教えてもらい
ありがたかったです。

データの取り方、グラフの作り方を習得す
ることができました。

検査データについてバラツキの報告を数字
ではなく、表で見やすく説明できるように
なりそうです。

他の受講生の体験談などが面白く、自社で
も役立てることができそうです。

●パレード図 ●特性要因図
●管理図 ●チェックシート
●ヒストグラム ●散布図
●層別

＜QC7つ道具＞

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

8/3(水) ～ 8/4(木)S004A

専門的な知識が良く身につきました。今後、
仕事に役立て行きたい。

演習をすることにより、聞くだけでは分か
らないところが理解できました。

PDCAサイクルの考え方やQC7つ道具に
ついて理解が深まりました。

うろ覚えの知識が正しく理解できました
（知識のブラッシュアップができました）。

普段聞くことができない他の企業の職場の
話が聞けて、参考になりました。

職場での業務に役立つことを多く学び、又、
解決の方法等を身に付ける（学ぶ）ことがで
きたと思います。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

10/6(木) ～ 10/7(金)

12/6(火) ～ 12/7(水)

S005A

S005B

今までの業務でなぜなぜ法を使用した経験が
なく、新たな知見を得られました。
仕事でわからなかった事を学んで知識を身に
付ける事ができ、仕事に活かしていきたいで
す。
今回学べたことは会社に持ち帰って問題解決
に役立つと思います。
QC活動やクレーム対策などの分析に繋げら
れると思います。
情報整理シートについて、今回の受講で初めて
知ったので現状把握に役立てていきます。
コトバしか知らなかった「なぜなぜ分析」の実
践法を学ぶことができました。

●

●

●

●

●

●

“問題発見”や“なぜなぜ分析理解”の
スタートとなるコースです！
S006A受講で実践力を身に着ける
ことができます

時 間 帯

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「なぜなぜ分析による製造現場の問題
解決」S005A/S005B

20名 3日 18時間 9:15～16:00 12,000円

2/15(水) ～ 2/17(金)S006A

自分が今まで知らなかった知識が身に付き新
たな考えができるようになりました。
現場改善について、なぜなぜを使って要因追求
の方法を初めて知ることができたし、使うこと
ができました。
真の原因にたどり着けず問題を再発せている
ことが多い。今回の研修は職場で活かせると思
いました。
なぜなぜ分析について手法等を詳しく学ぶこ
とができ今後の業務に活用できるそうです。
会社の中で日常に起きる問題点などの解決案
になると思いました。
自分の仕事の整理や物事を論理的に考えるこ
とができそうです。
なぜなぜを行う上での注意点等が演習を行い
ながら理解を深めることができました。

●

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 10,000円

6/23(木) ～ 6/24(金)S007A

問題解決するための仕組みが理解できまし
た（特になぜなぜ分析）。

生産現場の問題解決への理解が深まりまし
た。今後に活かせそうです。

具体的な説明が分かり易くて理解できまし
た。

4人一組でディスカッションをしながら取
り組んだため知識が身に付きました。

問題解決の方法を改めて身に付けることが
できました。

自職場でやられている事に関しての意味・
意義を確認することができました。

インシデント・プロセスが非常に勉強にな
りました。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

9/15(木) ～ 9/16(金)S009A

工場で行っている5S活動や勉強会の意味
がより強く理解できました。

グループワークで自分が思いつかなかった原
因・対策が多く出ていて参考になりました。

PDCAは知っていたがSDCA等知らない言
葉や知識を得ることができました。基本的
な事でも大切な事があると分かりました。

生産性向上のための問題（作業分類、意識、
問題発見）の具体的分析方法を学べました。

他社で実践しているアイデアを教えてもら
えて役に立ちました。

報告、連絡、相談のコミュニケーションにつ
いて、より理解を深められました。

会社で今回の研修内容を役立てそうだと思
いました。社内に持ち帰り、自ら参加してい
きたいと思います。

問題の捉え方→課題→解決策の提案のプロ
セスが理解できました。

●

●

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

9/5(月) ～     9/6(火)

11/17(木) ～ 11/18(金)

2/9(木) ～   2/10(金)

S008A

S008B

S008C

生産性の向上と低コスト化を目指して、現場担当者の人為的ミスを軽減し、有効な再
発防止策を策定する能力を習得します。事故を未然に防ぎ安全で快適な職場をつく
ります。

① コース概要
② ヒューマンエラーとは
・ヒューマンエラー概要
・ヒューマンエラー発生のメカニズム
・行動科学と心理的要因
・事例演習「ヒューマンエラー事例からエラーを考える」

③ ヒューマンエラー防止策
・予防安全と発生時対処
・設備や作業要素からヒューマンエラーの要因を排除する
・担当者の行動からヒューマンエラー発生の要因を削除する
・視覚効果を使う
・演習「職場のヒューマンエラー問題を明らかにする」

④ 現場での定着
・定着とは（わかる・動ける・守れる）
・間違った3大対策
・職場で事例を共有、全員で対策を検討
・現場パトロールと無事故シール

⑤ 総合演習
・職場のヒューマンエラー対策と定着策を立案し、実行策を策定する
ヒューマンエラーを部門別に分解、発生原因追求と短期的・長期的解決策の立
案発表/受講生相互コメント/講師講評と振り返り講座

⑥まとめ

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

生産現場で安全衛生または作業管理を行っている方

筆記用具

プレゼンテーション機器　等

ヒューマンエラーの発生要因～処理まで学
べました。

自分とは異なる職業の方とグループワーク
を通して話をすることで見解が広がりまし
た。

他社、講師の方の話、経験則が聞けて参考に
なりました。

今後、職場でヒューマンエラーを引き起こ
す要因等に注意しながら、作業指示、資料作
成に努めていきたいと思いました。

現在の仕事を理論的に整理でき、同じよう
な問題を抱えている他の受講生と話すこと
で整理できました。

これまでの自分のミスを振り返り、どうい
う時にミスするのかを理解し、解決できそ
うです。

●

●

●

●

●

●

人気コースにつき、今年度は開催回
数を増やしました！
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時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

5/10(火) ～ 5/11(水)S010A

コミュニケーションや部下に対しての指示
の出し方が参考になりました。

他の会社の人の意見や考えが話し合えて大
変勉強になりました。

相手に伝えるには正確さ、またその必要性
や理由があり、思いだけではダメだという
ことを認識できました。

職場に戻って、コミュニケーション（報連
相）の大切さを伝えていきます。

PDCAだけではなく、OCDAといった手法
などがあり、職場の問題、課題について解決
することの手段を教わりました。

仕事の質を高めるために相手に納得しても
らうことは業務の向上につながると思いま
した。

演習をする上で他の人の意見、他の班の意
見を知り、違う考え方を知る事ができ、新し
い発見がたくさんありました。

●

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

20名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

3/14(火) ～ 3/15(水)S011A

OJTトレーナーに必要なスキルを細かく
教えていただきました。

色々な仕事をしている人と意見を共有でき
ました。

今までのOJTのやり方が誤っていること
に気付くことができました。正しい理解の
下で業務を進めることができます。

後輩指導時に心掛ける要点を教えていただ
きました。自分の立ち位置をもう一度理解
して部下や同僚に指導ができそうです。

このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「仕事と人を動かす現場監督者の育成」
S010A

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,500円

1/12(木) ～ 1/13(金)S012A

今まで考えたことがなかったマネジメント
の考え方を知ることができました。

戦略立案のポイントで普段注意されている
ことが明確に理解することができました。

今まで考えていなかった発想が生まれまし
た。他の人と意見交換することで違う考え
も得られました。

実際に発生した問題企業の話は非常に引き
込まれました。知らない考えがたくさんあ
り勉強になりました。

他業種の人と話す機会が得られて刺激にな
りました。

改めて管理者としての職責を再認識しまし
た。マネジメントの手法を是非、職場にて活
用していきたい。

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

5/24(火) ～ 5/25(水)S013A

社内での基準が定められておらず曖昧だった
が、セミナーを受講し正しい基準が理解できま
した。

標準時間の考え方や複数の手法を教わりまし
た。実例の話があり分かり易かったです。

標準時間を設定するための様々な手法がある
ことが分かりました。職場の人と相談して、よ
り良い手法を選びたいと思います。

標準時間の設定へのアプローチを知ることが
できました。

原価計算の見直しを求められているため、大変
勉強になりました。

作業の細分化やデータの取り方、標準時間の設
定方法について学ぶことができました。

受講された方の企業様の状況に段階的に対応
した時間管理手法のアドバイスも行います。
IE技術者として的確に業務をこなすポイント
も習得できます！

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,000円

8/23(火) ～ 8/24(水)

10/4(火) ～ 10/5(水)

S014A

S014B

業務で作業標準書、QC工程表の作成をするの
ですが、参考になりました。

自身が知らない事を知ることができたので、会
社へフィードバックしたいと思います。

作業標準書の作り方を学べる機会は意外と少
ないので、とても勉強になりました。

作業分解というものを初めて知りました。今後
の役に立ちそうです。

これまで作業標準書やQC工程表について学
んだことがなかったので、すごくためになりま
した。

現状、マニュアル類が全くないので、出来上が
ればプラスにしかならないと思います。

「現場のばらつきを抑えるためにはどうしたら
いい？」その悩みに応えるのがこのコースです。
このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「標準時間の設定と活用」 S013A

●

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,000円

11/28(月) ～ 11/30(水)S015A

テンプレートを頂き、また計算式の理論を理解
でき活用できそうです。

日常業務にてデータ分析を行う機会がなかっ
たので、改めてデータ分析の重要性を感じたま
した。

他の会社のことや困っていることなど共有で
きて具体案も頂けました。

QC活動などでヒストグラムなどを使用して
いるのを見たことがありましたが、今日で理解
することができました。

統計という観点で品質管理を考えたことがな
かったので勉強になりました。

検定や推定など新たな手法を知ることができ
ました。

‶得られたデータ活用→問題発見→改善”
データの活用方法の習得に重点をおいています。
このコースと併せて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「生産プロセスの課題と製品の品質向上
のための事件計画法の活用」 S016A

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

9/26(月) ～ 9/28(水)S016A

他の会社の方と話ができて、いい刺激にな
りました。

統計学の基礎が身につきました。

新しい分析ツールがわかりました。これか
らの業務に活かしていきたいと思います。

新しい分析方法が勉強でき、新たな知見を
得ることができました。

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「生産現場に活かす品質管理技法」
S015A

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

7/6(水) ～ 7/8(金)S017A

様々な立場の会社の人からの意見が非常に役
に立ちました。

新しいことを沢山知ることができました。今後
の業務に役立てたいと思います。

講師の方の教え方が分かりやすく、とても為に
なりました。

他社が問題に対してどのような対策をとって
いるか知ることができました。

新和図など様々な方法を学べ勉強になりました。

他業種の工場での事例が聞けてよかったです。

問題発見力と課題改善力の習得に重
点をおいたコースです。受講者の企
業の現状にあわせた実習内容で、深
く掘り下げていきます。

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

2/14(火) ～ 2/15(水)S018A

業務改善の基本的な考え方を学ぶことができ、
過去の失敗を振り返ることができました。

今の職場の問題を解決する対策方法が見つか
りました。

異業種の方の現状を知ることができ、他社との
作業のあり方、仕方の違いや意見は参考になり
ました。

新たな知識・技術を用いることにより課題の解
決に役立つと思いました。

PDCAサイクル、親和図など改善以外にも使え
る手法を覚えることができました。

ＴＱＭ・ＰＤＣＡサイクルを基本とした
実習を中心に行い、‶改善活動推進と
継続的改善”を行う力を身につけます。

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

11/8(火) ～ 11/9(水)S019A

VEの実践演習が初めてだったので雑学、ア
プローチ方法、考え方について一通り理解
することができました。

原価低減の目標達成に役立ちそうです。

VEは聞いたことありましたが初めて学ん
だので楽しかったです。

自分の知識量のなさを自覚しました。今後
邁進したいと思います。

今までやっていた手法を体系化することが
できるとおもいました。

受講者の実際の実務で使用されてい
る製品等をテーマとした総合演習を
行い、受講後の実務で活用できる資
料の作成を行います。

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 12,500円

12/12(月) ～ 12/14(水)S020A

業務に対して新たな視点で改善に役立てる
ことができそうです。

今後、設備投資を行う際に有効に進められ
るよう活かしていきたい。

VSMと言うものをよりよく理解すること
ができました。

課題解決につながるヒントをもらいQC活
動に活かせそうです。

新しい知識が身に付きました、今後、仕事で
活かしていきたいです。

総合実習課題では、実際の受講者の工程を各
自題材として行います。実際に現状図とある
べき姿を作成し、これらから工程のムダを排
除し、リードタイム短縮や中間在庫を削減す
るための手法を実践的に習得します。

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 9,000円

6/28(火) ～ 6/29(水)S021A

親和図を使った問題点の洗い出しで、弊社の状
況を改めて確認し整理することができました。

具体的な内容で業務に反映できるものがあり
ました。

差異分析を行う上で分析の前に差異が起こる
原因を改めて考えることができました。

自社の棚卸差異削減のための運用が正しいも
のか理解できました。

異業種の実務担当者の話が聞けて良かったです。

社内で重要視されていないが実は大変重要で
ある事を改めて実感できました。社に戻り経営
陣に訴えていきたいと考えます。

他の企業がどのように棚卸しているか参考に
なりました。

自社の棚卸業務体制を計画し、
実践的に学んでいきます。

●

●

●

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 8,500円

10/25(火) ～ 10/26(水)S022A

AIの活用を視野に入れていこうと思いまし
た。

AIとloTの違いが分かりました。

生産管理の新しい方式が勉強になりました。

他社での困りごとを知ることができました。

AIに関する大枠を学べました。AIは何でもで
きると思っていましたが向いている分野が
あることを知ることができて良かったです。

情報化技術を活用した生産性向上へ！
設備や作業の問題点の洗い出し→加工・処理デー
タを収集→AIの活用と解決に向けた計画書作成
(例)身近なデータによる回帰モデルへ
の予測に機械学習を活用する

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円

11/8(火) ～ 11/9(水)S023A

FMEAは名前は知っていたが、使い方は知
らなかったので現場での問題解決に役立ち
そうです。

製造業もリスクマネジメントが必要（導入
必要）と感じ、問題発生時などの重み付けに
利用できることが分かりました。

開発設計時のリスクマネジメントに活用し
ていきます。

不具合の防止策の作り対して、いくつか考
え方をもらいました。

リスク低減の手法を学ぶなら
このコースです！

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

7/11(月) ～ 7/13(水)S024A

コーチングという言葉に馴染みがなかった
ので勉強ができて良かったです。

人材育成に関する知識が身に付きました。

部下への指導にコーチング手法を使って育
てていきたいと思いました。

今回受講してコーチングとは何か？ティー
チングとは何か？を知って、自分から後輩
育成を進めていきたいと思いました。

人材育成や作業効率化のためにも欠かせな
いコーチングスキル。様々なコツや場面ごと
の事例を研究しながら実習を通して技術を
身につけていきます。
このコースのあとに受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓

「生産性向上のための現場管理者の
作業指示技法」 S025A

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

10/17(月) ～ 10/19(水)S025A

監督者になったばかりでどのようにしてい
けば良いか迷っていたので、今回のセミ
ナーで軸を形成できた。

リーダーの使命・特性・分類を学べ。管理者
としての役割・責任・指示方法を学べまし
た。

挨拶やコミュニケーションの重要性を学べ
ました。

育成指導は社内では講習がないため、方法
が教わりたかったです。

伝えるコツや分かりやすいノウハウなど
を講義や実習を通して学んでいきます。
このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「製造現場で活用するコーチング手法」
S024A

●

●

●

●
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時 間 帯

S026A製造現場における生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、安全性向
上に向けた労働安全衛生マネジメントシステムを構築する方法を習得します。

① コース概要
② 労働安全一般
・労働災害の現状と事例
・労働安全衛生に関する国際規格の動向
・労働安全衛生への日本の対応

③ 労働安全衛生マネジメントシステム
・用語と定義
・一般要求事項
・労働安全衛生方針
・計画、実施、運用、点検及び是正処置
・経営層による見直し

④ 日本の労働安全衛生法規
・OHSAS18001との関係
・労働安全衛生法
・その他の関連法規

⑤ リスクアセスメント
・リスクアセスメントとは
・危険源の特定
・リスクの評価、リスクマネジメント

⑥ 総合演習
・ケーススタディによる事故原因の分析と対策
・各種作業におけるリスクアセスメント
・労働安全衛生マネジメントシステムの模擬審査

⑦ まとめ

10名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円

製造現場において安全管理・作業管理等の業務に従事する技能・技術者等であって、
指導的・中核的な役割を担う方、またはその候補となる方

筆記用具

プレゼンテーション機器　等

安全についてより深く理解できました。会
社の安全衛生向上に役立てたい。

安全衛生に関して専門的な知識を学ぶこと
ができました。

安全というものが、いかに大事か理解でき
ました。

自分自身が理解していた安全衛生につい
て、再度見直すことができました。

耳にしたことのある話だったが、今回の受
講で理解を深めることができました。

インシデントプロセス法が勉強になりまし
た。

●

●

●

●

●

●

製造現場における災害ゼロを目標と
した安全性の向上をめざして、その
実現に向けた労働安全衛生マネジメ
ントシステムを構築する方法を習得
することを目標とします。

9/13(火) ～ 9/14(水)
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生産現場における現場力強化及び技能継承をめざして、技能高度化に向けた能力要
件に基づく人材育成計画の作成法、作業分析手法、技能指導法（OJT指導法）を習得し
ます。

①　コース概要
②　人材育成実施の要件
　　・製造業における人材育成の現状と一般的課題
　　・部下育成（技術・技能伝承）の重要性および期待される効果
　　・意図的・計画的な人材育成実施に欠かせない基本的要件
③　人材育成計画作成法
　　・能力要件とは（クドバス法、機構の職業能力体系データ）
　　・能力要件一覧表（クドバスチャート）の作成実習
　　・能力要件の分析に基づく人材育成計画の作成実習
　　　　不足技能、技能継承の優先順位などの分析
　　　　育成方法（OJT／Off－JT）の分類および日程計画
　　・能力要件データの活用実習（能力評価、キャリア形成マップ）
④　作業分析法
　　・生産性向上および技能継承における作業手順書の役割
　　・作業遂行上の急所（重要点）の抽出技法
　　・作業映像とインタビューに基づく急所抽出実習
⑤　技能指導法
　　・職業訓練における指導の原則および指導の4活動
　　・「指導の4活動チェックシート」とその使い方
　　・指導事例の分析実習（適切な事例、不適切な事例）
　　・OJTを想定した指導実習
⑥　まとめ

自社のOJT等の人材育成に従事する技能・技術者であって、指導的・中核的な役割を
担う方又はその候補となる方

筆記用具

プロジェクタ、クドバス用具一式、パソコン、指導活動チェックシート等

S027A

15名 3日 18時間 9:15～16:00 20,000円

スキルMAP、能力MAPの違い、クドバスの
有効性が理解できた。

能力マップはすぐにでも取り組めるのでよ
かった。

標準書の改訂や電子化、工程の見直し等に
とても役立つ。

暗黙知などの理論が聞け参考になった。

実践を交えて学ぶことができたので分かり
やすかった。

技能継承の業務に活かせる内容だった。

●

●

●

●

●

●

7/27(水) ～ 7/29(金)

CUDBAS（クドバス）は、 A Method 
of Curriculum Development 
Based on Vocational Ability 
Structure （職業能力の構造に基づく
カリキュラム開発手法）の略称です。
職業教育で養成しようとする人物の
能力を書き出し、それらを構造的に整
理し、人材育成カリキュラムの開発や
研修計画の作成、業務改善につなげ
る手法です。
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時 間 帯生産プロセスシミュレーションによる
問題発見と改善検証

工場設備の状態やワークの移動、加工情報などを（生産管理システムとは異なり）リアルタイムに処理するMES（製造
実行システム）を用いて、工場のデジタル化を推進するために必須な情報管理の要諦を知ることができるコースです。

10/20(木) ～ 10/21(金)S028A

10名 2日 12時間 9:15～16:00 19,500円

生産計画／生産管理の生産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けた考えられる対策の効果について迅速に検証を行う生産プロセス
のシミュレーション実習を通して、在庫管理や工程分析など工場内の生産プロセス
に関する諸問題を洗い出す能力を習得する。

1．コース概要及び留意事項
（1）コースの目的
（2）専門的能力の現状確認
（3）安全上の留意事項

2．製造現場における情報管理
（1）製造実行システム（MES）

3．生産現場における生産性向上の考え方
（1）資材投入における生産性向上

4．生産プロセスシミュレーション実習
（1）生産プロセスの分類整理
（2）生産プロセスのモデル化とライン改善
（3）課題ラインのシミュレーションプログラムの作成と問題の顕在化
イ．シミュレーションにより顕在化した問題点を解決する対策を
考案し、対策案の効果を検証する

ロ．実際の課題ラインを用いてシミュレーションの効果を確認する
（4）応用事例紹介

5．まとめ
（1）実習の全体的な講評及び確認・評価
（2）質疑応答

自社の生産現場を見える化から改善検証したい方で、パソコンの基本操作ができる方

筆記用具

実習用製造実行システム（Mini－MES）

IoT が注目される昨今、製造工程で
情報を取得するためには、どの製造
指示の、どの工程の、どの設備の、
誰の、などの指示・管理情報との連
携が必須です。
このように「情報」と「ワーク」を
対にするためには、工場の情報をど
のように管理して活用すればよい
か？その取り組みの要諦を MES を
通して習得します。
その基盤システムとなる MES を用
いて、管理すべき情報とは何か？
如何に情報を取得するのか（IoT）
など、DX導入のヒントを得られます。




